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巻頭言

ある。この両者は、ほぼまったく天理教
の布教師も信者もいないところに、いき
なり教団が本部拠点（ヨーロッパ出張所、
コンゴブラザビル教会）を設置して布教
を開始した。またコロンビアも別の意味
で例外と言えるだろう。
加えて、天理教の場合、教団の祭典日（毎

月 26 日、4 月 18 日など）は国内各地の
教会は祭典をしない。それは、その日信
者たちは「ぢばに帰る」、つまり教会本部
に参拝するという信仰があるからだ。余
談だが、各教会が独立法人であるにも関
わらず、天理教が教団としての団結力が
強いのは、このようにぢばに参集するか
らだろう。
海外も同様だ。つまり、本部拠点の祭

典日は当該国にある各教会や布教所は祭
典を避け本部拠点に集まる。そういう規定
があるわけではないが、国内に準じて自
然のうちにそのようになったと思われる。
言い換えれば、本部拠点は海外における
教会本部の役割を担っている。
前述のように、もともと日本人布教師

や信者が増えてくるに伴い本部拠点が設
置され、しかもそこでの祭典に皆が集まる
から、いきおい本部拠点は日系人が大勢集
まり一種の日系人コロニーのようになる。
そして、これもまた日本国内と同様、

海外でも教会や布教所は教団ではなく主
に日本の各教会の支援を受け設立してお
り、当然布教師たちはそこからの指示を
受ける。それゆえその国で統一された布
教戦略が実際立てにくい。
筆者は、そのことが問題であるとは思

わない。ただ自然にできてきたこの仕組
みのなかで、当該国の人たちが信仰に入っ
てもらいやすい環境を整備することと、そ
の国の布教師たちがある程度意思統一し
て、言葉を変えれば緩やかでも戦略を立
てて布教していくことは重要であろう。

海外布教とは、当たり前だが、どの国
であろうとその宗教の信仰が伝道先の国
の人々によって継承され、拡張されていく
ことを目指すものだろう。そのためには、
その国における教団の拠点が、たとえば
日系人の溜まり場のようになり当該国の
人たちが入りにくくなってしまったら宜
しくないし、同時に国や地域の特性を考
慮しての布教戦略（好ましい言葉ではな
いが）の立案も必要だろう。
天理教の場合、東南アジア、東アジア、

アフリカなどは必ずしもそうではないが、
いわゆる欧米圏は今なお当該国民に広
がっているとは言い難い。その国を統括
する教団の拠点（以下本部拠点と言う。規
模によって伝道庁、出張所などと称える）
が日系人コロニーのようになっているこ
とと、布教戦略が立てにくいことなども
その理由に挙げられる。なぜか。それは、
天理教独特の布教方法にもよる。
天理教は日本国内で大きく広がっていっ

たが、教団が
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特定地域の布教を考えて組織的
に布教師を送っていったという例は、ほぼ皆
無である。多くは信者が布教目的、あるい
は商売などのために、言わば自発的にその
地に行き、信仰を伝え広めていった。経済
的支援をしたとしても、それはその信者の
所属する各地の教会であって教団ではない。
天理教の各教会が、それぞれ独立した宗教
法人であることもその理由の一つだろう。
海外でも同様である。アメリカも東南ア

ジア各国も、教会などから派遣された布教
師、さらにたとえば移民政策、結婚、仕事
など様々な理由で渡った信者たちが先にい
た。彼らが場合によっては新たな信者を導
き布教所や教会を組織していった。とは言っ
ても、多くは一般家庭程度の小さなものであ
るが。やがて、それらを統括するものとして、
本部拠点が設置されるという順序を辿る。
例外は、ヨーロッパとコンゴ共和国で
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